
令和7年度「全国体カ・運動能力、運動習慣等調査」相模原市の分析結果について（相模原市教育委員会）

令和7年度、小学校第5学年（義務教育学校第5学年）、中学校第2学年（義務教育学校第8学年）を対象に行われた全国体カ・運動
能力、運動習慣等調査の本市結果についてお知らせいたします。

50m走（スピー ド） 長座体前屈（柔軟性）

ボール投げ（巧緻性・筋パワ ー）

20mシャトルラン（全身持久力）

反復横とび（敏しょう性）

立ち幅とび（筋パワ ー）

握力（筋力）

小学校はシャトルうンのみ
中学校はどちらか選択

上体起こし（筋カ・筋持久力）

8種目
80点満点

持久走 男子：1500m 女子：1000m（全身持久力）

一

本調査は、握カ・上体起こし•長座体前屈・反復横とび・20mシャトルラン（中学校は男子 1500m、女子 1000mの持久走
ても可） •50m走・立ち幅とび・ボール投げ（小学校はソフトボール、中学校はハンドボール）の8種目について、調査を行い、
8種目の結果をそれぞれ 10点満点とし、合計80点満点て体力合計点を算出して体力を測る調査と生活習慣や運動習慣等
に関する質問調査を合わせて実施した調査てす。

令和7年度実技に関する調査結果実技の記録とT得点（全国平均が50点となる指標）の比較
（上段：全国平均値／下段：本市の平均値）
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起こし
（回）

T 得点
長座

体前屈
(cm) 

T 得点

19.46 50.0 | 33.88 50.0 | 40.89 
19.18 I 49.6 33.93 I 50.1 38.19 
18.36 50.0 38.15 50.0 38.70 
1 8. 1 5 | 49.6 38.07 | 49.9 35.92 

28.95 50.0 | 26.09 50.0 45.12 50.0 51.64 
28.42 | 49.3 I 25.88 I 49.7 44.o9 I 49.1 49.09 
23.15 50.0 | 21.70 50.0 46.99 50.0 45.74 
22.48 | 48.6 | 21.05 | 48.9 | 45.66 | 48.8 | 42.73 l 46.2 I 312.86 I 49.4 
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国の状I

スポーツ庁ては、体力合計点について、小中学校男女ともに前年度から向上していますが、中学校男子を除いて、新型コロナウイルス
感染症拡大前の水準には至っていません。1週間あたりの運動時間については、小中学校男女ともに、1週間に420分以上運動すると
回答した児童生徒の割合が減少しました。60分未満と回答した児童生徒は、中学校女子を除いて、令和6年度より微増しています。また、
一週間の総運動時間と体力合計点との関連を見ると、420分以上の運動をする児童生徒は、体力合計点が高い傾向にあります。

生活 については、 を 日 べると回 した児童生徒の割合が小 とも に比べ 加しました。また、睡眠時間は、小
ともに 加がしいています。スクリ ーンタイムは、小四 男女ては： 少し、 ては男子て ばい、女子は になっています。

引き続き、規則正しい生活 ＇ が 女な ， につながることが理 てきるよう円 はもとより や地 とも
‘

・ カしなが
ら生活全体を通じた取組を行っていくことが重要てすと、述べています。 （※）スクリーンタイム：テレビ、スマー トフォン、バソコン等を視蒻する時間。
【本市の状況】
本市の体力合計点の結果は、全国同様、中学校男子を除いて、新型コロナウイルス感染症拡大前の水準には至っていません。令和6

年度との比較ては、小学校女子は若干低下したものの、小学校男子および中学校男女については若干の上昇が見られました。
一方、質問紙ては 「体育の授業は楽しいてすか。」 の質問において、小中学校男女とも肯定的な回答が80％を超えており、経年て見

ても高い傾向が続いています。また、 「進学、卒業後も自主的に運動やスポー ツをする時間を持ちたいてすか。」の質問においても、国と
同程度か高い数値てした。 引き続き、生涯にわたって豊かなスポー ツライフを形成する基礎となる体を動かす楽しさや意識付け等が大
切てす。

スポー ツ庁ホ ー ムペ ー ジr令和7年度全国体カ・運動能力、運動習慣等調査」関連ペ ー ジ
https:/ /www.mext.qo.Jp/sports/b_menu/toukei/kodomo/zencvo/ 141 I q22_000 14.html 



児童生徒質問紙調査（体育・保健体育の授業に関する成果）

質問紙の結果から、 「体育・保健体育の授業は楽しいてすか」の回答において、肯定的な回答をしている児童生徒は、小学校・中学校
の男女とも80％を超えていました。また、 「授業ての目標を意識して学習することて、 「てきたり、わかったり」することがありますか」の回
答において、肯定的な回答をしている児童生徒は、全国と同程度または高い傾向にありました。さらに、 「体育・保健体育の授業て＼友達
と助け合ったり、教え合ったりして学習することて、 「てきたり、わかったり」することがありますか」の回答においては、全国と同程度の結
果を示しており、引き続き高い傾向にあります。このことは、教員が、日頃の授 から目標設定や協働的な学び を意図的に取り入れな
がら、仲間との関わり合いや学び方の工夫をして授業を実践しているからだと考えられます。

体育・保健体育の授業ては、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポー ツライフを実現するため
の資質・能力の育成をめざします。本市ては、引き続き、授業や単元を通して、 「どんな力を身に付けさせたいか」といった学習目標を明
確にするとともに、児童生徒が多様な楽しみ方を共有てきる指導内容の充実を図っていきます。また、 「わかったこと」や 「てきたこと」を
振り返ることて、次への学習の意欲にもつなげていきます。

「体育 ・ 保健体育の授業で、目標（ねらい ・ めあて）を意識して学習する
ことて、 「てきたり、わかったり」することがありますか」の回答と全国と
の比較 （一例として 「小学校男子」）

「体育 ・ 保健体育の授業て、友達と助け合ったり、教え合ったりして学習
することて、 「てきたり、わかったり」することがありますか」の回答と全
国との比較 （一例として 「 中学校女子」）

男子 図1．いつもある
回3．あまりない

□ 2．だいたいある
□ 4．全くない

女子 国1．いつもある
図3．あまりない

□ 2．だいたいある
□ 4．全くない

全国

相模原市

52.7°/c。

56.3% 

％ 

全国

相模原市

57.50/o 

63.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100°/c。

児童生徒質問紙調査（体力に関する課題）

本市のクロス集計の結果ては、国と同様に 「体力合計点」と 「一週間の総運動時間」との関連において、 「一週間の総運動時間」が多
い児童生徒ほど、体力合計点が高い傾向にありました。また、 「体力合計点」と 「体育・保健体育の授業は楽しい」、 「体力合計点」と 「体
カ・運動能力の向上について、自分なりの目標を立てていますか」との関連においても、同様の傾向が見られました。
このことから、体育・保健体育の授業が楽しいと思っていることや、自分なりの目標を立てていること、一週間の総運動時間が多い児童

生徒ほど、体力合計点が高いことがわかります。今後も、子ども達が楽しいと思える授業づくりを意識することや、休み時間や学校以外
においても、自分なりの目標をもち、仲間と関わり合って、体を動かすことがてきる環境づくりや意欲付けが重要てあることから、堅盤Q
好事例の発信や 度 設した、体 ・ 健体 担当者 修 を通じて各校の実態に即した取組を充実させていきます。

「体力合計点」と 「一週間の総運動時間」との関連
（一例として 「 中学校男子」）

※赤い線は本市体力合計点の平均値

「体力合計点」と 「体育 ・ 保健体育の授業は楽しい」との関連
（一例として 「小学校女子」）

※赤い線は本市体力合計点の平均値
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児童生徒質問紙調査（生活習慣に関する課題） I 
生活習慣に関する質問紙の一例として、 「平日の学習以外てのスクリ ー ンタイム」に関する項目において、 「4時間以上」と回答した児

童生徒の割合は、小学校男女ては、若干の減少が見られるものの、小学校・中学校男女のすべてにおいて、全国の割合よりもやや高い
結果となっています。また、 「保健の授業て学習した運動、食事、休養及び睡眠に気をつけた生活を送れていると思いますか」の回答て
は、肯定的な回答をした児童生徒は全国と同程度か低い割合てした。このことについては、体育と保健の授業の関連を一層図るととも
に 匹 と ー 地 が

‘
して 則正しい生活 に向けた を

‘
めていくことが大切だと考えます。

今後に向けて

運動・スポーツに親しみ、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポー ツライフを実現するために、より一層児童生徒自身が
「運動することが楽しく、大切てある」と感じ、自ら進んて運動に親しみたいと思うことや運動と休養、栄養との関連を考えることがてきる
ような取組が重要となっています。本市ては、成長期にある児童生徒が体を動かす楽しみや びを体感するとともに、心身の成長や健
康の保持増進が図られるよう、次のような取組を推進します。

①引き続き、児童生徒に 「単元を通して、どんな力を身に付けさせたいか」、 「そのための問いかけや手立ての工夫をどのようにしていく
か」、 「体育と保健の関連を図る」という授業改善の視点に立ち、これらの取組と体力向上に向けた取組について、体育科・保健体育
科の年間指導計画と関連付けた研修等を実施します。

② 「小学校体育授業サポー ト事業」における、サッカ ーやタグラグビーの出前授業や、ホームタウンチームと連携した体育授業を実施し
ます。また、青山学院大学との連携による健康的な体つくりの推進にも取り組んていくことや 「アスリ ー トの派遣等による体育授業等
の充実事業」の機会を活用していきます。

③生活習慣に関する正しい知識や望ましい生活習慣を身に付け、児童生徒が自ら考えて行動し、保護者とともに生活習慣の改善が図ら
れるよう、資料等を配付して啓発に努めるとともに、 「生活習慣改善講座」を実施します。


